
今回の日合商解説（vol.120）では、資源エネルギー庁から2025年6月に発
表された「エネルギー白書2025」について解説をします。脱炭素社会の実
現に向け、再エネと省エネの導入が本格化する中、住宅業界においても流
通・販売店の果たす役割が拡大しています。
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① 再エネの主力化と地域共生

再生可能エネルギー（再エネ）は、脱炭素社会の実現に不可欠な電源で
あり、エネルギー自給率向上と地域経済の活性化の両面で注目されてい
ます。
第7次エネルギー基本計画では「主力電源化」と「地域との共生」が明
記され、地域主導の再エネ活用が政策の柱となっています。

エネルギー白書2025でも、地域課題と再エネ導入を組み合わせる好事例
が紹介されており、これらは今後、住宅業界にとっても提案価値を高め
る要素になります。再エネは単なる電源ではなく、地域とのつながりや
企業姿勢を示す“商材”としての性格も持ち始めています。

資源エネルギー庁の「エネルギー白書2025」
はこちらのQRコードから

https://au-shimizu.co.jp/


② 再エネの導入拡大と制度的課題

FIT制度により拡大してきた再エネ市場は、2024年3月時点で約7,900万
kWに達する一方で、事業終了後の太陽光パネルの処理や不法投棄といっ
た新たな課題も顕在化しています。
住宅業界にとっても、こうした背景を踏まえた“責任ある再エネ提案”が問
われる時代に入ったといえるでしょう。

エネルギー白書2025では、外部積立制度による廃棄準備や、リユース・リ
サイクルのルール整備が紹介されており、こうした動きを理解しておくこ
とは、信頼ある提案に欠かせません。流通事業者・販売店として、再エネ
設備を“売って終わり”ではなく、“どう処分されるか”までを含めて語れる
体制づくりが、今後の差別化要因となります。
また、再エネ政策は集中から分散型へと大きく舵を切っており、地域の再
エネと電力網を組み合わせた「マイクログリッド」の構築が進行中です。
岩手県や静岡市での実証では、災害時にも電力供給が可能なエネルギーシ
ステムとして注目されています。住宅・建築分野においても、地域の電力
事情に応じた最適なエネルギー提案が求められ、流通側が持つローカル
ネットワークや地域情報が大きな武器になります。

出典：経済産業省「地域マイクログリッド構築のてびき」より

地域マイクログリッドのモデル例

つまり、再エネはもはや専門業者だけのテーマではなく、住宅流通に関わ
る全てのプレイヤーが関与すべき「インフラの一部」として扱われる段階
に入っています。
提案力の強化はもちろん、自治体との連携や補助金情報のアップデートな
ど、地域を巻き込んだ戦略構築が今後の鍵を握ります。

https://au-shimizu.co.jp/


再エネの主力化をさらに加速させるうえで、次世代技術である「ペロブス
カイト太陽電池」への注目が高まっています。軽量・柔軟で壁面や曲面に
も設置可能なこの新技術は、都市部や既存住宅にも適用可能であり、住宅
業界における再エネ提案の幅を大きく広げる可能性があります。

2024年に策定された「次世代型太陽電池戦略」では、公共施設や環境先進
企業での導入を皮切りに、2040年までに累計20GW導入を目指す国家戦略
が打ち出されました。

③ 次世代太陽光と省エネ政策の方向性

出典：資源エネルギー庁「エネルギー白書2025」より

流通事業者や販売店にとっては、これまで扱ってこなかった新商材への理
解と習熟が求められる局面でもあります。導入コストや施工方法、補助金
制度など、提案に必要な基礎知識を持っておくことで、メーカーに依存し
ない自主提案力が身につきます。

また、新築・リフォームを問わず、再エネを絡めた設計提案が“標準化”さ
れていく中で、選ばれる流通・販売店になるには、こうしたトレンドを先
回りして準備する姿勢が重要です。

加えて、省エネ政策も並行して強化されています。2025年4月から住宅・
建築物の省エネ基準適合が義務化され、高性能断熱材や高効率給湯器、断
熱窓といった建材・設備の需要が増大しました。
国の補助制度も複数整備されており、各種支援策と再エネ・省エネ設備を
組み合わせた「資産価値の高い住宅提案」が、今後の提案スタンダードに
なっていくでしょう。

再エネと省エネの“セット提案”は、販売単価の向上だけでなく、地域との
信頼構築や自治体との連携強化にもつながります。これからの流通・販売
店には、単なる供給者から「エネルギー付き住宅提案業者」への進化が求
められているのです。

https://au-shimizu.co.jp/
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